
平成２９年度  陽南小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

 
１ 教育目標（目指す児童生徒像含む） 

心身ともに健康で創造性に富み，心豊かで実践力のある児童を育成する。 

【具体目標】                              【目指す児童像】 

(1)自ら学び，ねばり強く努力する児童--------楽しく学ぶ子【かしこく】（自主・思考・判断・創造） 

(2)思いやりをもち，助け合う児童------------仲よく助け合う子【なかよく】 (思いやり・責任・協調・協力） 

(3)健康と安全に留意し，元気に活動する児童--元気に活動する子【たくましく】（明朗・気力・体力） 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

学校教育の目標は，「人間尊重の教育」を基盤として，２１世紀の担い手として主体的に生きることがで

きる，心身ともに健康でたくましい人間の育成を目指している。そのためには，自然や人を愛し自他を慈し

むことのできる豊かな感性や強い体力・精神力を培ったり，自ら考え進んで学んでいこうとする意欲に満ち

た態度を身に付けさせたりする等，知・徳・体の調和のとれた人間の育成を図ることが大切である。 

さらには，一人の人間として，自分の生き方についての考えをもち，よりよい生き方を求め，自分らしく

生きていくとともに，社会の一員としての自覚と責任をもち，広い視野に立って，積極的に他と協調し連携

を図りながら，よりよい社会を築いていくために努力する能力や態度を身に付けさせていくことが学校教育

に求められる。 

これらのことを踏まえ，創立６９年の陽南小学校のよき伝統と校風を引き継ぎ，すべての教職員の力

を結集するとともに学校内外の物的・人的資源を最大限に生かし，児童一人一人の確かな成長を図る学

校づくりを進める。その理念と目指す学校像を次のように設定し，教育活動の充実につなげる。 

【理念】                    【目指す学校像】 

・安心と楽しさのある学校づくり         ・確かな学力を育む学校 

・ともに伸びる学校づくり            ・豊かな心を育む学校 

・家庭や地域から愛される学校づくり       ・健康な身体を育み安全な学校 

   

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） 

全職員が信頼と和を基盤とした協働体制のもと,教育目標や学校のあるべき姿の具現化を目指し, 

次の６つ方針をもとに学校経営にあたる。 

（1） すべての児童の人権を大切にし，児童が教育活動の中で自分のよさや個性を発揮し自己肯定感や

自己有用感を感じることができる学校づくりに努める。 

（2） 小中一貫としての義務教育９年間を通した系統的な指導を通して，確かな学力の向上を目指し，

基礎・基本の確実な定着と「楽しく・わかる・できる授業」作りに努める。 

（3） 自他の生命を尊重し，児童一人一人が生き生きと安心して学校生活を送る中で，児童が自ら健康

や体力等の増進に取り組む学校づくりに努める。 

（4） 学校課題研修や教師の自己研鑽に基づいた校内研修を充実させ，教職員個々の指導力及び資質の

向上を図るとともに，一人一人の能力や特性を生かしながら，児童とともに伸びる学校づくりに努

める。 

（5） 「地域の学校」として学校・家庭・地域社会が互いに連携し，信頼関係を深めながら地域の教育

力を高めるとともに，陽南地域学校園および小中一貫教育の積極的な取組により学校力の向上を図

る。 

（6） 学校・家庭・地域社会が一体となり教育活動の充実を図るとともに，積極的に情報を発信するす

る開かれた学校づくりに努める。 

 

 

 

 

 

別紙２ 

陽南地域学校園教育ビジョン 
地域に根ざした豊かな心を育む小中一貫教育 

～子どもの自主的な活動を通して～ 



４ 今年度の重点目標（短期的視点） 
【学校運営】 

・学校経営のビジョンを教職員で共通理解し，協働して取り組む体制づくりを進める。 
・学校と家庭・地域の双方向的な関係を築き，学校内外の教育的資源の有効活用を図る。 

【学習指導】 

・「だれもが『楽しく・わかる・できる』授業の創造～ユニバーサルデザインの視点を取り入れた国語科授

業づくり～」の研究に協働して取り組む。 

○基本的な学習習慣の定着と個に応じた指導の充実を図る。 

【児童生徒指導】 
・基本的生活習慣を身に付け，時と場に応じて適切に判断し，自主的に行動できる児童を育成する。 

【健康（体力・保健・食・安全）】 
・自ら進んで心と体の健康づくりに取り組む児童の育成を図る。 

 ～自分の力に合っためあてをもち，主体的に運動する児童・自分の体に関心をもち，自ら健康で安全な

生活ができる児童をめざして～ 
 
５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項
目 評価項目 主な具体的な取組 

方
向
性 

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

「学校全体に活気があり明る

くいきいきとした雰囲気で

ある」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 児童一人一人が所属感と安定感

をもった居がいのある学級作りに

向けて，Ｑ－Ｕ検査やアンケー

ト・日常の交友関係の観察により，

児童の実態を把握し，問題がある

ときはすぐに対策を講じる。学年

間の連携も図る。 
② いじめの早期発見のため，「学校

をよりよくするアンケート」を６

月・１０月・２月に実施し，実態

を把握することで，児童が明るい

気持ちで生活できるようにしてい

く。 
③ いじめ・不登校の早期発見・早

期対応・解決に向けて，児童指導

委員会学年会・ブロック会で情報

交換し，教育相談を６～７月と１

２月に実施する。また，学校の取

組だけで改善することが困難な家

庭環境が背景にあると思われる不

登校については ，関係機関（市教

育センター・民生委員・主任児童

委員・児童相談所・市役所子ども

課）と連携をするとともに，各担

当からも働きかけを行うようにし

て，改善を図る。 
④ 日常の指導で問題が起きたとき

は，児童指導主任・安全主任・学

年主任等と連携を図って直ちに対

策を話し合い，対応策を学年に持

ち帰って各クラスで指導をするな

どし，素早い対応に努める。また，

職員会議の折に児童指導委員会を

開き，各学年の児童の様子を伝え

合い，全教職員が共通理解のもと，

児童育成に努める。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】 

「先生方は大切なことを 

熱心に指導してくれる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

「教職員は，教えるべきことを

熱心に指導している」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 学校教育目標具現化に向けた学

校経営のもと，一人一人を大切に

し，児童のよさを認め伸ばす学級

経営に努める。 
② 児童の理解度をもとに，具体物

の操作や教材教具の工夫や算数の

習熟度別学習を取り入れることに

より，「分かる授業」を展開し，基

礎・基本の確実な定着を図る。 
③ 教師自身の授業力向上に向け

て，一人一授業を実践し，常に学

び合う場を設定する。 
④ 授業参観後の懇談会や学年便り

等で，学校で指導していること，

家庭で指導してほしいことを伝

え，協力して指導する。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ３ 児童は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は，授業と生活

のきまりやマナーを守って

生活している。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

９０％以上 

① 学校の決まり「陽南のよい子」

に従って，全教職員の共通理解の

もと常時指導を継続し児童にきま

りやマナーが身に付くようにす

る。 
② 「陽南授業・生活のきまり」を

もとに，児童に自分の生活を振り

返らせ，規範意識を高め，判断力・

実践力の育成を図る。（振り返りは

学年に応じて，年３回実施） 
③ 生活目標を朝の会等で唱和させ

て意識化を図るとともに，あいさ

つ，姿勢，言葉遣い，返事などの

目標を焦点化し，スモールステッ

プによる定着化を図る。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 
 

Ａ４ 教職員は，分かる授業や

児童にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】 

「先生方の授業は，分かりやす

く，一人一人に丁寧に教えて

くれる」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① 十分な教材研究のもと，本時の

学習目標を明確にするとともに，

児童の理解度に合わせた作業用紙

やヒントカード・ヒントコーナ

ー・教材教具を準備し分かる授業

に努める。 
② 授業の中で児童の意見を取り上

げ，認め励ますなどして生かすこ

とで，自信をもって自分の考えを

表現したり伝え合ったりすること

ができる児童の育成を図る。 
③ 少人数担当との連携を図った学

年習熟度別学習や学級内習熟度別

学習・コース別学習を行ったり，

単元によって学習体制を替えたり

するなど，学習形態や場の設定を

工夫し，効果的な学習の進め方を

追究することにより，児童の理解

が深められるようにし学力向上を

図る。 
④ 計画的な板書を心がけ，児童が

課題の確認や共有，焦点化が図れ

るようにするとともに学習内容の

振り返りの場面で活用できるよう

構造的な板書を工夫し，授業力の

向上に努める。 
⑤ 会話科の学習を計画的に実施し

伝え合う力の育成を図る。また「聞

き方・話し方のきまり」の掲示物

により意識づけを行う。 
 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



 ⑥ 週１回，朝の学習に算数におけ

る数と計算の学習を系統的に行う

パワーアップタイムを設け，基礎

基本の定着を図る。 

  

Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】 

「先生方は，いじめが許されな

いことを熱心に指導してく

れる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 人権週間，「いじめゼロ・にっこ

り集会」等を通して，互いを思い

やることの大切さを理解し自分た

ちの生活をよりよいものにしてい

こうという意欲を高める。 
② 教育相談やアンケート調査を通

して，「いじめ」や「いじめにつな

がる行動」の早期発見に努めると

ともに，いじめが疑われる事案が

把握された場合は，いじめ防止対

策委員会を開催し関係教職員が組

織的に連携し，家庭の協力も得な

がら解決していく。 
③ 「学校をよりよくするアンケー

ト」を６月・１０月・２月に実施

し，いじめを抑止するとともに把

握した実態を懇談会や学年便り等

で保護者に周知し家庭の理解を得

ながら，児童にいじめが許されな

い行為であるという意識を定着さ

せる。 
④ 学年便りの「にっこり広場～い

じめ０の楽しい学校を目指して」

というコーナーで教育活動の様子

を発信する。 
⑤いじめ防止に関する道徳の授業を

行い，懇談会で説明する。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

「私の学校生活や様々な活動

は充実している」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① ゆとりと充実感のある学校生活

を目指し，行事の精選をする。 
② 学校行事や児童会活動に，児童

が主体的に活動する場面を多く取

り入れ，児童の主体性や企画・運

営力を育てる。 
③ 宇都宮市小中一貫教育の方針に

従って，適切な時数を確保し，夏

季休業中１日，土曜授業１日を含

めて，知・徳・体の調和のとれた

教育課程の編成・実施に努める。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行われ

ている。 

【数値指標】 

「学校は，学校便りや学校公開

などで，積極的に情報を発

信・提供している」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒地域の肯定的回答率 

８０％以上 

① 月１回配布の学校便り（地域に

も回覧）・学年便り・保健便り・図

書館便り・給食便りや学校ホーム

ページ等を通して，保護者や地域

住民に学校の具体的な取り組みを

積極的に発信し，学校教育への理

解が深まるようにする。 
② 年度当初に「学校経営方針」を

保護者に配布し，全保護者に周知

するとともに，オープンスクール

や学校行事の公開により開かれた

学校づくりの推進に努める。 
③ ＰＴＡ運営委員会における学校

経営方針の説明や学級懇談におけ

る学級経営方針の説明などにより

保護者が学校教育への理解が深め

られるようにするとともに家庭の

協力を求めていく。 
 

  
【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



 ④ 出前講座・音楽集会・児童集会

等の教育活動を今まで以上に保護

者に積極的に公開し，学校教育の

現状を見ていただくことにより，

本校の教育活動への理解を深める

ようにする。 

  

Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】 

「学校は，家庭，地域，企業等

と連携・協力して，教育活動

や学校運営の充実を図って

いる」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒地域の肯定的回答率 

８０％以上 

① ＰＴＡによる水曜日下校時の立

哨・みまもり隊，地域の方々によ

る青色パトロール隊等に協力を依

頼するとともに，教職員が交代で

下校パトロールを実施し，登下校

時における児童の安全確保に努め

る。 
② 地域協議会の組織を有効活用

し，学校支援コーディネーターを

中心に，学校を支援するボランテ

ィアを募り，学校・家庭・地域と

の連携，協力を深めるとともに児

童の教育・安全の充実を図る。 
③ 「人とのふれ合い活動」を積極

的に推進し，地域の教育的資源（地

区市民センター・独居老人・幼稚

園・保育園）を活用して，コミュ

ニケーション能力の育成や相手を

思いやる心・助け合う心の育成に

努める。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】 

「学校は，清掃がしっかり行わ

れ，学習しやすい」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① 校内掲示の決まりに合わせて，

室内は整然と整えられ，清潔感あ

ふれ落ち着いた温かい雰囲気の中

で，学習に集中できるように努め

る。 
② 縦割り班編成後，清掃場所に適

切な数の班を割り当てる。毎日の

清掃時には教職員も一緒に清掃

し，その場でも発達段階に応じた

具体的指導を行う。また清掃マニ

ュアルを見直したり，清掃ボラン

ティアの協力を得ながら児童が清

掃の方法を学ぶ場を設定したりす

ることにより，児童の清掃スキル

の向上を促す。 
③ 毎月の施設・設備の安全点検に

より，修繕・補修を迅速に行い，

安全安心な学習環境を整える。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ10 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。 

【数値指標】 

⇒６年児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒６年保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 小中一貫教育のカリキュラムを

充実させる。（９年間を見通した年

間指導計画の作成） 
② 小中乗り入れ授業を実施し地域

学校園の小中の交流を促進する。 
・陽南中学校の先生による６年生へ

の出前授業 
・中学１年生に関わった先生の陽南

中学校での授業 
③ 陽南小児童会と陽南中生徒会が

協力して「あいさつ運動」を実施

する。 
④ 陽南地域学校園５校（陽南中，

陽光小，緑が丘小，横川西小，陽

南小）による道徳の授業研究・研

修の取組を協同で行う。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ｂ１ 安全に行動できる資質

や能力を育成するために，関

係機関と連携して様々な取

り組みを実施する。 

【数値指標】 

「自分は，安全や保健の学習

で，安全に行動すること健康

に害のあること・やってはい

けないことが分かって，正し

いことをやろうと思う。」 

⇒児童の肯定的回答率 

９０％ 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％ 

① 安全に行動できる資質や能力を

育成するために，より具体的・実

践的な取り組みをしていく。特に

自転車の乗り方に関しては繰り返

し指導する。 
○各学年で実施（警察と交通安全教） 
・警察スクールサポーターと防犯教

室（１年） 
・防犯会社と非行防止教室（３年） 
・自転車免許講習（４年） 
・防犯教室（警備会社）（５年） 
・学校薬剤師の喫煙防止教育（５年） 
・携帯電話についての講座（６年） 
・警察と薬物乱用防止教室（６年） 
○全校で実施 
・警察スクールサポーターと不審者

対応避難訓練 
・消防署と地震対応避難訓練 
・交通安全教室（県・くらし安心安

全課） 

 【達成状況】 
【次年度の方針】 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ11 児童は，進んであい

さつをしている。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は，あいさ

つをしている」 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 全職員が率先してあいさつし，

学級輪番制によるあいさつ運動を

通年実施し，児童会と協力しなが

ら元気なあいさつの意識化を図る

とともに習慣化を図る。 

② あいさつについて児童の意識化

図るため「あいさつをする意味」

に言及し，学級指導や授業などで

継続的に指導する。また，意欲向

上のために，「あいさつ表彰」を実

施する。さらに家庭での指導も学

年だより等で呼びかけていく。 

③ 高学年児童が下級生の模範とな

れるよう指導の手立てを工夫し，

児童同士のあいさつへの意識を高

める。 

④ 家庭や地域学校園，地域協議会

と連携して，あいさつ運動を推進

する。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ12 児童は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は正しい言

葉づかいをしている」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① 生活目標で時と場に応じた「言

葉づかい」について取り上げ，身

に付くまで時間をかけて指導して

いく。 

② 「ことばの時間」の活動を通し

て自分の意思を表現する能力を高

めるとともにコミュニケーション

能力の素地を養う。 

③ 道徳や学級活動の時間を活用し

て，相手の気持ちを考えた言葉づ

かいや話し方を段階的に指導する

ことにより正しい言葉づかいの定

着化を図る。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

健

康

・

体

力 

Ａ13 児童は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

「児童は，休み時間や放課

後などに，進んで運動し

ている。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① 「うつのみや元気っ子チャレン

ジ」を奨励するとともに教科体育

において効果的な補助運動を取り

入れるなどし，「ミニマム」達成を

通した児童の体力向上を図る。 

② 休み時間における屋外遊びを奨

励するとともに，運動に関するイ

ベントを企画して楽しく運動する

場を設け，運動習慣の定着化を図

る。 

 

 【【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



  ③各学年の「ミニマム」の内容や学

校で行っている取組内容，家庭に

おいて親子で取り組める内容につ

いて，体育主任を中心として積極

的に保護者へ向けて発信してい

く。 

④言語環境を整えたり，ふわふわ言

葉を意識させる掲示物を作成した

りして，児童の意識化を図ってい

く。 

  

【数値指標】 

Ａ１４ 児童（生徒）は栄

養のバランスを考えて

食事をしている。〔全〕 

「自分は，好き嫌いなく給

食を食べている」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① オープンスクール等での朝食摂

取啓発ビデオ視聴また地域学校園

で作成した「食育ファイル」を通

して，食の大切さを啓発していく。

学級活動や家庭科の授業におい

て，栄養教諭による食育指導の時

間を設けるなど，直接的な指導を。

行う 

② 食育だよりを活用して食事のマ

ナーや栄養素についての意識を高

めるとともに，地域学校園で「お

弁当の日」を同日開催したり，ア

ンケートにより家庭の食への意識

を把握したりしながら，食に対す

る意識向上を図る。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ｂ５ 児童は，休み時間や

昼休みに進んで校庭

で遊んでいる。 

【数値指標】 

「自分は，休み時間や昼休

みに進んで校庭で遊ん

でいる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① 友達などと一緒に外遊びを行

い，運動機能の向上やルールを守

って仲良く遊ぶ心の育成を図る。 

② 学級全員で遊ぶ日（おおぞらタ

イム）を設け，みんなで遊ぶ楽し

さや体を動かす気持ちよさを味わ

わせる。 

③ 友達やみんなで楽しく遊ぶため

のルールやマナーを考え，守るこ

とを通して，健全な社会性の育成

を図る。 

 【達成状況】 
【次年度の方針】 

Ｂ６ 児童は栄養の役割

を考えて，食事をしてい

る。（全） 

【数値指標】 

「自分は，給食で苦手な食

べ物も食べている」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① 学年や発達段階に応じて，食事

や栄養の役割を理解し，体に必要

なものを食べようとする態度を培

う。 

② 味覚が育つ大切な小学期の健全

な育成を図るとともに，食事を通

して学校生活のさまざまなことに

前向きな姿勢を養う。 

 【達成状況】 
【次年度の方針】 

 Ａ15 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

「自分は，好き嫌いなく給

食を食べている」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① 「だれもが楽しく，分かる授業」

の展開に努め，「できる」喜びを味

わわせることで，学ぶ意欲を喚起

し，自ら学習に向かっていける児

童の育成を図る。 

② グループ討論などの話合いの場

を意図的に設定し，コミュニケー

ション能力の育成を図るととも

に，授業や活動後に振り返りの時

間を設け，自分の頑張りや友達の

よさを伝え合うことで，自己肯定

感を高めたり友達のよさに気付い

たりできるようにする。 

③ 学校生活の様々な場面・時間で，

その都度，話し方・敬語の使い方

などを指導し，聞き手を意識した

話し方ができるよう指導してい

く。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



学 

 

習 

Ａ16 児童は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は，進んで

話し合うなど，積極的に

学習している」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① ポイントを明確にした「ような

ん授業・生活のきまり」をもとに，

落ち着いて学習する習慣を形成す

る。 

・授業の始まり・終わりのあいさつ 

・良い姿勢 

・話の聞き方  

・片付けと次の準備 

② 話の聞き方や話し方を常時指導

しながら，基本的学習習慣の定着

を図る。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

 Ｂ２ 児童は家庭学習の

習慣が身に付いてい

る。 

【数値指標】 

「自分は家庭学習の習慣

が身に付いている」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 低中高の実態に合わせて作成し

た「家庭学習のしおり」と「家庭

学習ヒント集」を活用して常時指

導し，基本的な学習に対する姿勢

を育てる。また，課題の内容を工

夫し，個に応じた取り組みができ

るよう支援する。しおりの配布時

や授業参観後の懇談会において説

明の機会を作り，より浸透させて

いく。 

 【達成状況】 
【次年度の方針】 

本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

Ｂ３ 「本とのふれ合い」を積

極的に推進し，読書の楽しさ

を味わわせ，豊かな感性と逞

しく生きる力を培う。 

【数値指標】 

「自分は本を読むことや図鑑

などを見ることに興味をも

って，読書に親しんでいる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① 多くの本との出会いと読書の楽

しさを味わわせるために，週２回

の読書の時間を日課表に位置づ

け，月２回ボランティアによる読

み聞かせを実施していく。 

① 多読賞表彰や図書コーナーの充

実（図書館便り，児童の読書の記

録，おすすめの本の紹介などの掲

示）により本に親しむ環境作りに

努め，児童の読書意欲の向上を図

る。 

③ 全教科の調べ学習に対応できる

よう，必要とされる時期に必要な

本の整備に努める。 

④ 読書の習慣化を促すため，「家

読」を家庭に呼びかける。 

⑤ 週２回の朝，図書館の開館をす

る。 

 【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

 Ｂ４「人とのふれ合い」の推進

により，相手を思いやる心や

助け合う心を養う。 

【数値指標】 

「縦割り班活動では，他の学年

の人とも協力しながら楽し

く活動することができた。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

①縦割り班を主体とした活動（年２

回の子ども集会・ふれあい給食・

清掃班活動）を設定し，異学年交

流の中でコミュニケーション能力

を育成したり，思いやりの心や助

け合う心を養ったりする。 

② 登校時のふれあい，地域の方と

のふれあい，高齢者との交流，学

校支援ボランティア感謝の会等

様々な場面における交流活動の中

で，児童一人一人のコミュニケー

ション能力の育成を図っていく。 

  

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

 
６ 学校関係者評価 
 

 
７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 



 


